
令和４年度 第１回西区地域公共交通検討会議 会議概要 

開催日時 令和５年２月１３日（月）午後１時１５分～午後２時３０分 

会  場 西区役所４階 対策室 

出 席 者 

（敬称略） 

西区自治協議会 岩脇 正之、山賀 昌子、高田 豊、伊藤 正弘、 

五十嵐 秀子 

コミュニティ佐潟バス運営委員会 会長 髙島 圭介 

国土交通省北陸信越運輸局新潟運輸支局 運輸企画専門官 渋谷 博行 

新潟西警察署交通課 課長 山井 一之 

新潟市ハイヤータクシー協会 専務理事 新田 文雄 

新潟交通観光バス株式会社営業部乗合バス課 課長 松田 英憲 

都市政策部都市交通政策課 課長補佐 吉田 宏（代理） 

西区役所地域課 課長 高山 雅義 

西区役所建設課 課長 渡辺 大介 

欠 席 者 

（敬称略） 
内野上新町バス運営委員会 会長 古俣 正樹 

事 務 局 都市政策部都市交通政策課１名、西区役所地域課 ４名 

主な議事 

１ 開会 

 

２ 議事 

（１）西区生活交通改善プラン（令和２年３月改定）の期間延長について 

 ○事務局より、西区生活交通改善プランの期間延長について説明があ 

り、その後質疑応答をしました。 

▷ 主な意見・質疑は、以下のとおり  

○令和４年度末満期のプランを１年延長するとのことだが、プランの 

内容は現行のままとするのか。（西区自治協議会） 

⇒そのとおりである。上位計画に基づいて策定したプランのため、 

 延長に伴う内容の変更はしない。 

 ○現行プランの延長に伴い、プランの改定作業は来年度実施する旨 

  事務局より説明がありました。 

 

（２）西区生活交通改善プランの進捗について 

（３）各団体等の課題について意見交換 

○事務局より、西区生活交通改善プランの概要及びプランにある具体的 

な交通施策の今年度の取り組み状況と目標達成に向けた今後の取り組

みの説明があり、各実施主体で取り組めること等について意見交換を

行いました。 

▷ 主な意見・質疑は、以下のとおり  



○コミュニティ佐潟バス運営委員会では、利用者の増加を見込み、ダイ 

 ヤ改正を実施することとし、準備を進めてきた。今回新潟交通株式会 

 社の春ダイヤ改正に合わせて実施することとしているが、改正日はい 

 つからとなるか。(コミュニティ佐潟バス運営委員会） 

 ⇒改正日は現時点では公表できない。しかし改正日直近でのお知らせ 

  とならないよう配慮する。基本的には３月の終わり頃かつ土曜日改 

  正となるためそのあたりだと思っていただければ。（新潟交通株式 

会社） 

○今年１年特に、減便が進んでいる。運転手不足が１番の課題とされて 

 おり、そちらに向けて取り組んでいる。運転手が増え、この現状が 

解決されることを目指し、これからも協力をお願いしたい。（新潟交 

通株式会社） 

 ○タクシー業界としては今年度１０月から開始したエリアバス×タクに 

  ついて紹介する。１０月より北区でデマンド交通として開始し、１４ 

  人乗りの車で運行している。認知度はこれから広めていきたい。実績 

  についてもまだ始まったばかりなので今はお伝えできないところであ 

る。（新潟市ハイヤータクシー協会） 

○小針駅前広場がもうじき完成し、３月２６日に竣工式が実施される。 

 資料３のうち、鉄道駅への乗り入れの実施内容の部分の記載につい

て、関係各所へ情報共有とあるが、共有が十分ではないため記載を 

 見直してほしい。（西区自治協議会） 

  ⇒記載内容については見直しを検討し、改めて共有する。（事務局） 

○コミュニティ佐潟バスについて、バス離れがコロナにより加速して 

 いる。コロナが５類の扱いになると聞くが、その際、マスクの着用 

 の扱いはどのようになるのか。（コミュ二ティ佐潟運営委員会） 

  ⇒現時点で今後マスクの着用についてどのように扱うかは決まって 

いない。現時点もお願いベースである。（新潟交通株式会社） 

 ○住民バスの補助金について、近年コロナ補正を受けているが、コロナ 

  が５類となったとしてももう１、２年補正を続けて欲しい。（コミュ 

ニティ佐潟バス運営委員会）              など 

 ○西区自治協議会から、区バス坂井輪ルートについて地域から要望が 

  あった旨、情報共有がありました。 

○次年度以降も本会議を開催し、西区生活交通改善プランの進捗状況の

確認と各実施主体等の取り組みを共有することとしました。 

傍聴者 なし 

 


